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� 非線形的なデータ構造を線形構造に変換すること 

� データを異なる空間に射影することで、非線形構
造を線形構造に非線形に変換することが可能

� 　カーネル関数を借りてデータを表現しなおす方
法で、カーネル関数では表現し直されたデータの

連続性と線形性に焦点を当てている。



△非線形構造のグラフ △線形構造のグラフ

Φ(x)を用いて個体の特徴・属性ベクトルについて変換 
 
変換されたF…カーネル法では特徴空間と呼ぶ





� 非線形分主成分分析とも呼ばれる 

� 大まかな流れは、 
１．カーネル関数K(x,z)を決める 
２．データから写像行列Kn*nを求める 
３．Kn*nの固有値と固有ベクトルを求める 
４．固有値と固有ベクトルを正規化する



� パッケージkernlabにはカーネル主成分分析の関数
kpcaがある。

 
kpca(x,kernel=“rbfdot”,features=0,kpar=list(sigma=0,1),…） 





kernel=“rbfdot”,list(sigma=0.5)
の場合

Kernel=“polydot”,list(degree=5) 
の場合



� サポートベクターマシン（SVM)とは 
分類と回帰問題を主としたデータ解析方法 
線形分離が可能な高次元の仮説空間 
 



Ksvm(formula,data,kernel=“rbfdot”,kpar=list(sigma=0.1),type=, 
cross=0,)














